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 要  旨 
連立一次方程式の解法である IDR(s)法におけるパラメータ sは計算に用いる部分空間ベクトル
の本数を決定する。一般的に s が増えると収束までのステップ数は減るが、ベクトルが増える為
1 ステップの演算量は増加することが知られており、適切な s を選択しないと計算時間は増加す
る。本研究では IDR(s)法を利用する際に適切な s を自動的に選択する為に、s と収束ステップ数
の関係性に注目しそこから計算時間の推定式を構築し、推定式から最適な s を算出する方法につ
いて研究を行った。 
ⅰ）sと収束ステップ数の関係を調べる為に、フロリダ大学の Sparse Matrix Collectionの行列
を用いて s 毎の収束ステップ数を測定した。各行列で収束ステップ数が減少関数の軌跡を描いた
為、その関係式は a/s+bになると考えた。 
ⅱ）関係式が一般的に成立するか調べる為に Sparse Matrix Collectionから 8000～30000のサイ
ズの行列を選び、s 毎の収束ステップ数を測定した。結果は関係式に近い軌跡を描いたものと部
分的に描いたもの、バラバラな軌跡を描いたものに分かれた。成立しない場合は収束ステップ数
が少ない事や、残差の停滞によるステップ数の増加が原因だと考えた。 
ⅲ）関係式が成り立つと仮定し、(ⅱ)で成立した行列を用いて測定データから関係式を推定し、
計算時間の推定式を構築して最適な s を探索出来るかを実験した。推定式による軌跡は測定デー
タを全て用いた場合、3 個用いた場合両方で実測データに近い軌道を描き、またどちらの場合で
も多くの行列で測定上の最適値に近いｓを得ることが出来た。 
以上の 3段階のステップの結果、僅か 3個の sで収束ステップ数を測定することで自動的に最
適に近い s を探索できる事を実験的に示すことが出来た。つまり、このような少数の試行により
適切な s の候補を決め、IDR(s)法を反復利用する際のコストを最小化出来る事となる。しかしな
がら s が大きくなると実測データは推定式より大きい値となり、また行列によっては関係式を満
たさない場合や最適な s から外れた値を取ることがあった。したがって今後の課題は、より正確
に探索を行う為に残差停滞の回避や、計算時間推定の精度を高める為の推定式の改善、また関係
式が成立しない行列の判別方法である。 
 
